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上記の表題の研究会が1978年 11月1-2日 京大基礎物理学研究所で開催されたb
(世話人は佐藤,杉本,松田 )参加者は十数名であったが,熱の入った討論が展開され
たbスピーカーは高木 (東北大理 ) 杉本,清水 (東大教養 ) 江沢 (学習院 ) 大師






































因果律にあわないからだとされている｡ ゾンマーフェル トの編射 条件,つまり外向き球
面波は許すが,内向き球面波は許さないとすると,先行解は除かれる｡ しかし輯射条件
がなぜ成 り立っのかは自明でない｡ 多分,コヒーレン トな内向き球面波を許すことは,
熱力学第二法則を破ることになると思われるoそうすると,電磁気的時間の欠は, 熱力


























しかし膨張宇宙においては 5m｡xが時間 とともに増大するので,5もJも伴に増大 しう
るのである∩ 具体的な例 としては,宇宙初期の元素合成などがその例であるo詳 しくは
筆者の解説参照望)宇宙における一つの重要な観測事実 として,宇宙初期は熱平衡に近か
ったということである｡ これは宇宙のかなたから来る電波が,黒体編射であることが わ
かる｡ ペ ンジアスとウイルソンは,この発見により, 1978年度のノーベル賞を受けて






















































きないn 粒子の位置と速度 を測定する際に,エントロピーを発生 して,不確実さを増大
させてしまうからであるnこれは量子力学的不確実さと似てはいるが,異る古典的不確
実さなのであるL, もちろん魔物が宇宙外の存在としたら話は別であるbその場合は,彼
が負エントロピー (情報 )を背負っており,それを宇宙に注入することにより,未来を
予測することは古典的には可能であるo
最後に,宇宙黒体栴射の発見について一言n研究会の席上 大師堂氏が明らかにされ
たことであるが,天空の温度を測定するという試みは1950年代の始めに,名大空電研
の田中,柿沼たちのグループが行なっており,0-5Kという結果を得ていたn問題意
識としては宇宙論ではなく太陽電波観測上の必要からであったし,上限を与えただけで
はあるが,その重要性をだれも(本人も含めて )認識できなかったのは残念であるoな
お論文は空電研の報告 として和文と英文で刊行されていたo
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